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奉天で撮爲し7こ大流星について
　　　　　　　　　　　　　山本一清
　すでに本會の：BULLETIN（118）其の他で報じナこ通り，去る6月29日の
夜，自分は奉天に滞在して観測中，大きな光輝の一流星を爲眞に撮った．
そして之れがほかならぬ井ンネク流星群の一・一」しつであるε知れたのは愉快な
こSであっナこ．
　そもそも「井ンネク流星群」ざは，便宜上，自分が假りに名づけたもので，
詳しくは「井ンネク彗星に随件する流星群」E呼ぶべきものであるが，此の
種の流星が，最初に認められナこのは今より11年も以前の，1916年であった．
其の年の6月28日夜牛に英学の流星王デニング（Denning）氏がカドラント座
から放射する69個の流星を見付け，同夜此れはバーネマス，バミンガム，
ボルドーあfcりでも観測されk．
此の頃，かんじんのヰンネケ彗星は既に1915年9月1日に近日鮎を通過して
了ってゐナこのであるから，デニング氏の見ナこ流星は皆，彗星の首要部から
8千萬里も後方に離れて，彗星を追ひつNあっfeものである．
　此の1916年6月の時の観測によって興味を持つtcデニング氏は，井ンネ
ケ彗星が次ぎに又：再び近日鮎にやって彩る1921年の初めObservatory誌に
一文を寄せて，ひろく世界中の流星観測者ナこちに熟心な観測を勧めナこ．し
かるに此の1921年6月末の時にはデニング氏も，其の他の麗々も（我が日本
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では，東京天文毫から北海道へ派遣された坤田井上爾氏も），皆，豫期しナこ
ほさの見事な流星を見なかった．た畷蜀り，京都大學の中村要氏は，6月
の26日に滋賀縣八幡で此の流星群に属するものをごく短時間の雲の晴れ間
から認めたのを最初こして，引き牽き，6月27夜には京都府編知山に於い
て，叉，6月28日ξ7月順の爾夜には鳥取布に於いて可なり多面の井ン｛・
ク流星を見ナこ．それから後は，京都で，同8月8日頃まで，晴れナこ夜には
毎夜此の流星を見ナこ，此等の観測の結果は1922年に京都大學理學部紀要
（Memoirs噛of　the　Department　of　Science，　Kyoto　lmperia！University）第5
巻の第5號に，中村氏S自分εの連名の一論文iして磯表されナこ．（自分は
此の観測這這の出面者であり，且つ，責任者であっナこ）
　ミころが此の報告書を見て，六識二二の流星観測者たちは大に驚いナこ．
此の井ンネク流星なるものは，デニング氏を始め，多くの人々が特に注意
深く看視してゐナこに拘らす殆んE“何も見えなかったのに，ひεり中村氏の
みが此の身多しい流星を認めたのは何故であるか？　ミいふ疑問である．し
かるに，中村氏の報皆を讃むミ好く知れるこミは，此等の流星が皆非常に
光りの弱いものであって，殆んさ絡ては6等級前後のものに過ぎない．此
のため，ごく優れナこ覗力の槻測者が，非常に透明な三三の場所で見るので
なければ，見えなかつナこたちのものであっナこのである．しかし此うしナこ特
別事情を充分に理解しない人々は，むしろ，中村氏の齪測報告を疑ふの飴
り，迩に此の畿表を怪しむの態度be　Sらうミしナこ程であっt．
　此れほE“問題覗された流星であるに拘らす，此等のものが確かに井ンネ
ケ彗星に附随する是、のであるこミの謹話は，
第一　流星群の幅射鮎が，彗星の軌道要素から計算したものS一致するこホ
第二　流星敷が一夜の問にも（午後9時…頃が最多），藪週間の間にも（6月の27日
　　　から30日頃までが最多）規則正しく攣化するこミ・
第三　個々の流星が輝やき始めてから光りが滑えるまで，比較的短かい経路であ
　　　ろこミ・
第四　流星個々の飛ぶ遽さは絵りi速くないこビ・
第五　流星個々の左右に特異な光芒な現ばすご定（デニンング氏ば之れな「灰な蒔
　　　いfこ￥）うな外観である」t形容してみる）
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　第六　色が赤黄色である｝・（但し混れば特に光りの大きなもののみに認められる・）
此等の6ク條は，先づデニング氏が認めナこ所であって，皆，井ンネケ流星
ナこるこミを謹明すろ材料になるものである．
　さて，愈々，ヰンネケ彗星は今1927年にも近日貼に近づいて來ナこ．そし
て，やはり同じ6月の下旬には地球が此のi彗星軌道に近づく筈であっナこか
ら，叉々流星が飛ぶだらうミ豫期されナこ．Sころが，果して，今年は6月
1日に早くも中村氏は此の流星群の最初のものを二見し，其の後ひき旧い
て盆々多藪の流星を見ナこ．氏は6月20日から北海道の札幌に出張して，二二
の如く，好天氣を幸ひ，6月の末にはほ、櫓豫期した通りの好成績を得て．
7月8日に京都へ編って來た．一一三って來てから後も，中村氏は倫ほ幾日
かの間，此の流星を見つs’ナtcが，それも8月の初めには終った．近い内
に立派な報告文εなって畿表されるだらう．
　しかし，1921年の時のやうに，Ai　1927年にも井ンネケ流星は一一般に光り
が非常に淡かつtc．それで，やはり，他の人々は多く之れを観測してみな
い．一只，しかし，面白い事は，撒日前，自分の手許に門門から到着した
1）opular　Astronomy誌の8－9月號に載ってみるアメリカの流星齪測家た
ちの報告である．之れに回るミ，米國でも多くの人々が，6月の末頃流星
を三二しナこが，ミシガン州のドール（R．M．　Dole）氏其の他撒人の人々が可
なり光りの淡いものを澤山を見た．米國流星協會（American　Meteor　Soci－
ety）の主宰者であるオリヰアー（C．P．　Olivier）氏は結論ミして，
『此の彗星の輻射鮎から出現する流星は一般に大攣光りが弱くて，よほさ
好く晴れた室をめぐまれた者だけが其等を見るチャンスを與へられるだら
うミの意見が，之れによって確められた．叉，此の種の流星について，19
21年，かの日本に於いて行はれた異常な観測の眞實性が確められナこわけで
ある』云々
NS言ってみる．
　ヰンネク流星が悉く光輝の淡いものであるのでは無い，現に自分も去る
6月30日の夜には，李均5分間に一・つづつ位，可なり大きい光のものを見t
し，中村氏も同様のこεを報告してみる．（三三BULLETIN第118號及
び第119號），此うしナこ事實は，叉，米國のジャン・シルト（Jan　Schilt）氏や
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ミス・ノ・一ウド（Miss　Harwood）等も報告してみる．
　さて，前置きεして，井ンネケ流星に關する一般の事項が長くなったが，
しかし此等の記事は，次ぎに記す事件の了解のナこめに甚だ大切な事なので
ある．6月29日の夜，自分は奉天塚町の西岡老の邸内で，例の通り，ツァ
イス110ミリの自働赤道儀をたよりに洋室の爲眞を撮ってみた．室は好く
晴れてみた，しかし彗星は翫によほさ南東へ移って行ったので其上は夜牛
過ぎで無ければ観測に都合よく上って來ない筈であっkから，口添後，自
分は色々な試験的観測のつもりで，先づ牧夫座のステアンス彗星，それか
らパラス小遊星の興隆を撮り，次いで，11時33分から約牟時間の豫定で南
西の低い天室に，セレスミパルテノーペの，二つの小遊星を，一さきに撮
影し始めた．するミ，突然，11時51分ミいふ時刻に，俄かに此の夜の世界
が非常な光りのナこめ明るくなったので，大に驚き，望遠鏡から眼を離して
見るざそこには大きい流星が盛んなスパークを飛ばせながら飛んでみるの
を見ナこ。場所はへびつかひ座の南西端の舛星の少しく東隣から，斜めに
左下へ，さそり座のr星の東3度ばかりの方向へ，中心核の火は飛んでみ
た．自分が見上けナこ時には既に此のあたり一面に光が瀟ちて，中心核の火
の前後や左右には恐ろしい形の火花が散らばって，「灰火のやうに」輝やい
てるttそれから中心核はだんだん左下の方へ落下して行きつ・，光輝は幾
らか淡くなるやうに見えたが，其の途中に於いて二三回，（或は三四回），中
心核は明るく燃え上るのが見えた．此うして火球は約3秒時間の後に滑え
kが，其の後に，暫くは光花の散ったまNのものが残ってみた．光りは全
艦ミして赤黄色，速度はむしろ緩であっナこ．光りの強さは，何しろ非常に
大きくて，夜の地面が一襟に輝やき，樹木や家屋の影が明らかに投げられ
る程度であっナこから，附近の電燈なさこ比べて，自分は先づ大艦「満月の
四倍」，帥ち，光度にして約一14等ε見積っft．勿論携れは非常に大まかな
見積りである．こんな大きな光りになるミ，他に比較すべき星が一つも無
いので，野際は満月の2倍ぐらゐであっナこか，或は5倍か，叉は10倍ぐら
ゐであるか判定が付きにくい．師ち星の光度にして，1等級ぐらみの誤り
が此の見積りにはあるかも知れない．
　εころが．不思議にも，此の大流星の現はれた場所が，其の時，丁度，
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自分の天腿カメラの向けられてある方角なのであっナこ！！「其れ」ε知って
直ぐ此の乾板を現像して見ナニく思ったが，考へ直し，「急ぐ必要は無い」ε
して，今5分間ばかり撮影を磯綾し，11時56分に此の観測を打ち切つナこ．
　寡眞は，其の夜，親識して見たが，見事に流星は中央部に爲ってみた．
遷れが本號の口給にある通りである．此の窮眞はへびつかひ座εさそり
座ミの境界の七難しずこあナこりであって，右下にはアンターレスからさそり
のβやδあナこりまで好く現はれ，殊にβ星の北隣には土星が輝やいてるる．
叉，爲眞の上部にはへびつかひのξ星があり，其の左にはη星も大きく
現はれてるる．其の他，6等級以上の肉眼に見える総ての星は爲眞に現は
れ，倫ほ此の窮眞の血忌の目的である二個の小遊星も原板には見事に現は
れてるる．大流星は見事に此等の美しい馬副の間へ一直線εなって現はれ
てるる．よく見るε，流星の光りは，始め急激に光りを訂し，暫らくして
春夏に星雲駄の附属物が現はれ，それから，中心核の光りが衰へ一其の
　　　　　　　　　たび　　　　　ふし嚢へ行く途中で，3度ばかり節が出來てるるが，之れは皆自分の肉眼にも
バツパツε燃え上るやうに見えた部分である．爲眞の上に於いて，流星の
長さは10。に及んでみる．肉眼で見た所では此の長さが今少し長かったや
うにも思ふ．全章の光りも亦此の爲眞に現はれてるるよりも遙かに強かつ
ナこように思ふ．けだし，此の流星は全罷が赤黄色であったずこめ，爲眞乾板
には，眼で見ナこよりも光り弱く爲ってみるのであって，止むを得ない．
　さて，今までに書いた事ミ，爲眞を見れば，之れが井ンネケ流星である
こεに，何の疑ひも無い．して見るε，此の一枚の窮鼠の意味するεころは
　第一　珍らしい大光琿の流星が出現し，時刻，光度，道程，速度，色彩，光芒等
　　　について鞭打槻測が充分に行はれたこビ，
第ご撚れが珍らしくも，完全に撮影されカこ亡，
第三之れが正しくヰンネケ流星であるこ亡，
　第四　從って，今まで多くの人々が見すごヰンネケ流星亜大郡分が微光のものであ
　　　つて，個々の特徴なご［工大して獄司ぜす，中には此の租の流星の存在を否
　　　定する人さへあるのに，こsに匡．．一1・1〕等εいふ素晴らしいものが現匡れ
　　　て，あらゆう批評家の口た封じ一て了つたこ書，
　第五　此の爲眞を細かく槍罪すれば，ヰンネケ流星の物理が充分に知られろ好材
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　　　料であるこS・
此の5黒占に於いて，得難いものである．
　自分は奉天に於いて此の流星爲眞を獲た翌日，新聞通信祉の助力を依頼
して，ひろく南満洲各地から，同じ此の流星を見た人の報告を募つナこ・其
の結果，澤山の手紙やハガキを受取ったが，其の中に一つ，大連市の紀伊
町igの澤田俊一氏から得た報告は甚だ有盆なものである．下に其の全文を
回す．
　『新聞で見ましナこから一寸御知らせ申上けます．昨樫，私の見ナこ流星も，
　三三な時間までは見て居りませんでしkけれ汐も，十一時五十分頃でし
　た．三階から屋根裏に出でX，南の察を眺めて居りますミ，俄かに稻妻
　の様な強い青白い光を回して，あたりの屋根から，建ち並ぶ建物なさ明
　瞭に浮び出で，まナこ私の立って居る姿も屋根にはつきりミ映じました．
　電車の光かε思ひましtcけれ曹，電車の光は他の建物で遮られて見えな
　い所でしたし，ふミ後ろを見ますε，それは非常に光輝ある流星でした．
　位置は，私の見て居た北方で，丁度，大連灘の上位かε見え，北極星の
　少し束，下，地李から角度四十度から三十五度ぐらみの所で，西から東
　に流れて溝えましt．之れは先生の御覧になったのε，方向が或は如何
　かε思ひますけれさ，時間も略同じですし（それより二十分位以前まで
　は何も見えませんでしナこ），光輝も非常なものでしナこから御参考までに如
　何かε思ひまして，一寸御知らせ申上けます．六月三十日』
　之れは正しくかの大流星の記録である．「青白い光」εあるけれさ，下れ
は附近の建物なさが流星に照らされナこ光be　一一瞬時に見て感じたものである
から，此の一條のみに蝕り重きを置くこミは出來ない．εにかく，此の澤
田氏の観察ご，自分の観察εを綜回して見るミ，奉天から此の流星の見え
た方向ざ，大連から之れが見えナこ方向ミは，殆んさ正反封であるから，流
星はほX“此の奉天大連間を結ぶ一直線上に現はれナこものらしく，最：も光輝
の強かった部分の高度を，大連で370，奉天で25。ミ：して見るε，簡輩な三
角術によって，此の流星はほ・“熊岳城の上室100キロ（25里）のあたりで輝
やいナこものε思はれる．
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Mcki・n・n牧師1こ作った12・5吋な桧弔する所々Mckinn。n氏がεつナこ，
カル’ゲー氏の肯像で，壁にに研磨用具及一隅（t硯nt器が見えて居る・
